
 
 「学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」には、「自分との関わりで」という

言葉が多く出てきます。このことは、これまで登場人物の心情理解に終始した道徳

授業が行われがちだったという反省があるからです。いかに自分との関わりで考え

るか、これが子供たちがよりよく生きるための基礎となる道徳性（道徳的な判断力、

心情、実践意欲と態度）を養うためには必要です。そのための授業改善策を、妙高

市立妙高高原北小学校 伊藤みや教諭（以下、「教師」と略記）の授業実践(小学校

第１学年「はしのうえのおおかみ」学研「みんなのどうとく」 内容項目 B-(6)親

切，思いやり）を基に紹介します。  

 

 

 

これはＡさんが授業の終末で書いた振り返りです。「その２人」とは、

登場人物のおおかみとうさぎです。「みんな」とは、Ａさんも含め教室にいた全員

を指します。はじめは一本橋で自分より小さい動物を追い返していばっていたおお

かみ。ところがある日、一本橋で出会ったくまはおおかみを抱き上げ、反対側にそ

っと下ろします。くまの後ろ姿をいつまでも見ているおおかみ。その後おおかみは  

うさぎに出会ったらどうするか考えました。役割演技の後、教室は何とも言えない

やさしい空気に包まれました。それが、「みんなの心がふわふわ」という表現にな

りました。本時のねらいである「親切にするとその人も自分もよい気持ちになる」

を超え、周りの人もよい気持ちになることを実感を伴って捉えたのです。 

 Ａさんをはじめ学級の子供たちが自分との関わりで深く考えることができた授業

では、次の子供たちの姿が見られました。 

資料に引き込まれる  
 子供たちは教室前方に集まり、教師の読み聞かせ

を聞きました。挿絵を示しながら表現豊かに資料を

読み聞かせる教師。生活科でうさぎの「ぽぽちゃん」

を毎日大事に世話している子供たちは、うさぎが登

場する話に「だめだよ」「どうするの」とつぶやい

たり前のめりになったりして、次第に引き込まれていきました。 

子供たちが登場人物に共感して、自分のこれまでの経験から感じたことや考えた

ことを想起し、そのときの気持ちを考えるためには、子供を資料に引き込む提示の

工夫をすることが大切です。 

予想とのずれによって考えたくなる  
 資料前半のおおかみは、大いばりをして気持ちよくなっています。そのおおかみ

が、体の大きなくまに一本橋で出会います。おおかみは、引き返そうとします。こ

こで教師は、「この後、くまはどうしたでしょう」と問い掛けました。多くの子供

は、「くまは橋を渡る」と答えました。そこでくま役の教師は、「こうすればいい

のさ」と言いながらおおかみ役のＢさんを抱き上げ、そっと反対側に下ろしました。

Learning View

 
自分だったら、あとのおおかみになりたいです。だってね、やさしくす

る方がいいからです。その２人とかみんなの心がふわふわだからです。
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 ※文部科学省ＨＰ「道徳教育アーカイブ」https://doutoku.mext.go.jp を閲覧してみて

ください。役割演技の実際も含め、有益な情報がたくさんあります。 

 

Ｆさん:うさぎさんの行きたい方に行かせてあげて

よかった。 

Ｇさん:一緒に行ってあげて、仲良くしてよかった。 

教師  :うさぎさん、どんな気分ですか。 

Ｄさん:いい気分。一緒に行けてよかった。 

教師  :おおかみさん、どうですか。 

Ｅさん:うれしい。 

教師 :何でうれしいの？ 

Ｅさん:うさぎさんとなかよくできたから。 

教師  :Ｃさん、どうでしたか。 

Ｃさん:いいと思います。 

教師  :何がいいの？ 

Ｃさん:みんながうれしい方がいいから。 

教師  :見ていた人にインタビューします。ど

うでしたか。 

Ｆさん:よかった。 

教師  :何がよかったの？ 

これを見た子供たちは、「えー！」と声を上げ、その後しばらくの間、教室が静か

になりました。しばらくの静寂の後、「おおかみさんはすごく後悔したよ」と感想

を述べたり、「くまさんに抱っこしてもらってうれしかった」「ぼくもうさぎさん

を抱っこしてあげればよかった」など、おおかみに同化して、くまの後ろ姿を見て

いるおおかみの心情を次々に話したりしました。 

 子供は予想していたことと結果にずれが生じると、自分との関わりで登場人物の

気持ちを考えたくなります。 

役割演技で考えを深める                                        
 くまの行動に大きな驚きを示していたＣさんがお

おかみ役、積極的に発言していたＤさんがうさぎ役

になりました。教師の合図で演技が始まり、一本橋

でおおかみに出会ったうさぎ役のＤさんは引き返そ

うとします。おおかみ役のＣさんは、絞り出すよう

に「うさぎさん、待って」と言葉を発しました。し

かし、その後どうしていいか困った顔になります。ここで教師は演技を止め、「ど

うしてＣさんは『待って』と言ったのでしょう」とみんなに問います。「うさぎさ

んを引き返させてはいけないと思ったから」「今のぼくはいじわるして喜んでいる

ときとは違うから」と次々に意見が出ました。そして、それらの意見に深くうなず

いたＥさんが、Ｃさんの代わりにおおかみ役になります。Ｅさんは「待って。一緒

に橋を渡ろう」と言って向きを変え、うさぎ役のＤさんの手を取って、うさぎの行

きたい方へ行きました。 

Ｃさんは、自分の思いを理解してもらい、とても満足そうな表情でした。見てい

る子供たちも、演技している子供の表情や声のトーンからうれしい気持ちを感じ取

っていました。教師の「何がよかったの？」「何でうれしいの？」などの問い返し

に対して具体的に表現することで、「親切，思いやり」のよさを言葉で捉えました。 

 役割演技では、それまでの発言や表情から、その役にふさわしい子供を教師が指

名します。そして、演技を見ていた子供や演じた子供に感じたことや思ったことを

尋ねることを重ねて、道徳的価値の意義などについて考えを深めます。 

子供が即興的に演技を行ったり、その演技を観察したりすることで、自他の考え

方や感じ方の違いを認識したり、実感を伴って道徳的価値の意義を理解したりする

ことが期待できます。  

 うさぎさん、 

まって・・ 

 読み物教材を用いる授業では、子供たちが登場人物に共感し登場人物を通じて

自分の気持ちを語ったり、教材を離れて自分のこととして考えたりすることで道

徳性を養います。子供たちが「自分との関わりで」考えるために、ねらいや子供

の実態などに合った指導方法の工夫（教材の提示、発問、話合い、書く活動、動

作化、役割演技等の表現活動、板書、説話）をすることが大切です。 

  


